
シンポジウム            

すべての少年に援助の手を 
全面的国選付添人制度の実現を目指して 

 

非行を犯したとされる少年は、家庭裁判所で少年審判を受けます。 

少年審判では、成人の刑事裁判における弁護人制度とは異なり、付添人制度があります。 

付添人は、少年が犯したとされる非行事実に関して少年の権利を守ったり、非行事実に争いがない場合でも、少年

の立ち直りを援助したりします。多くの場合、付添人には弁護士が選任されますが、国選付添人が選任されるのは重

大事件で家庭裁判所が必要と認める場合に限られており、成人の刑事事件に比べて選任率が低いのが現状です。 

シンポジウムでは、少年事件における弁護士の付添人活動を通して、非行を犯したとされる少年に対する援助の必

要性を知っていただきたいと考えています。 

                                                          参加無料です 

    平成２４年７月２８日（土）開会 １３：３０（開場１３：００） 閉会 １６：３０ 

場 所  兼六城下町 ２階 蓬莱の間 

金沢市兼六町2-5  TEL 076-210-8111 

内 容  付添人制度の概要説明 

 

ＤＶＤ上映『扉をひらいて』（劇団「もがれた翼」） 

     家庭に居場所をなくした少年が起こした傷害事件を 

少年事件初経験の弁護士が担当するストーリー 

 

講演 毛利甚八 氏 「付添人に望むもの（少年院の篤志面接委員の立場から）」 

（漫画『家栽の人』原作者） 

長崎県佐世保市出身のライター・劇画原作者・写真家。日本大学芸術学部卒業後、数多くの雑

誌のライターを経て、1986年から魚戸おさむ画の『家栽の人』の原作を手掛ける。 

 

お問い合わせ  金沢弁護士会子どもの権利委員会 金沢市大手町15-15 TEL 076-221-0242 

共催  日本弁護士連合会、中部弁護士会連合会、金沢弁護士会 

日時 

 

場所 

内容 


